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<コメント>

予選ですがタイヤを替える以外はずっと走りっぱなしです。

今年の日程は昨年と同様です。

2008年から2009年に全日本選手権ST600クラスに参戦。

次回鈴鹿はもっと進化した新庄雅浩を見られると思います。

新庄君はロードレースを始めた年齢は遅いのですが、もてぎ、筑波の地方選手権で活躍しました。

畑中　健太郎

今年から新庄雅浩君がJSB1000にステップアップしてシーズンを戦います。

昨年も症状が出ていましたが、攻め込んでいくとフロントにチャタが出ます。この解決はダンロップさんと相談です。
翌日の決勝日ダンロップさんの協力もあり、攻めていけるフロント周りになりました。

2010年全日本ロードレース選手権が開幕しました。

今年一年応援宜しくお願いします。

レーシングサプライ

さすがに決勝前は緊張していたようですが、皆様の応援の声が力になったようです。
結果は6位入賞。開幕戦の地元で結果を残すことが出来ました。

そして、今年からJSB1000クラスで活躍します。期待してください。
さてセッティングのほうですが、事前テストでのコーナー進入時リヤの接地感が薄いようなので、スイングアームの対地角（タレ角）を大きく

周を重ねるごとに前へ追いつき、一人ずつかわして集団の先頭に。そしてチェッカー！。

する方向へ。ショック長を長くし（316.5mm→321.5mm）、チェーンコマを増やし（590mm→606mm）、地面に対する角度は大きくなりました。
これにより進入時のリヤタイヤを地面に押し付ける動きが車体姿勢で出せます。
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57秒941で11番手です。今年は走り始めが遅かったので新庄君もまだJSB1000に慣れていません。

予選でのリヤのコメントは悪くなかったのですが、立ち上がりでのリヤの動きを少なく出来ればと思い、朝フリー前にちょこっと作業です。
ピボット位置を3mm下げ車高を3mmUP、対地角はほぼ同じで、変化を出します。

いよいよスタート。決勝は筑波特有の波乱も無く新庄君はセカンドグループの後方に落ち着きました。

コーナー進入での接地感は出せましたがもう予選です。

ブレーキが握れるようになったので、安心して突っ込んでいけます。決勝は車体はこのままでスタートします。


